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ガラスには、温度が上がると膨張する性質
があります。たとえば、普通のガラスコップに
熱湯を注ぐと割れる現象。これはコップ内側
のガラスが湯温で膨張するのに対し、外側
は膨張しにくく、内側と外側にかかる力が
不均衡になるために割れてしまうのです。
ファイアライト®は「結晶化」の技術により、
温度が上がると縮む性質の結晶を析出さ
せることで、膨張力の打ち消しに成功。熱
膨張係数ほぼゼロ、つまり、熱衝撃の影響
を受けないガラスなのです。

【結晶化のプロセス】

分相ガラス （常温） 核形成 （800℃…1時間） ファイアライトⓇ （900℃…1時間）
ファイアライトの結晶化前の原ガ
ラスは成形後、均一な液体構造で
はなく、一つの液体の中にもう一
つの液体が約0.005ミクロンの
大きさで混合分散した構造を持
つ、分相ガラスとなっています。

このガラスを800℃まで加熱す
ると分相ガラスの中からジルコ
ニア、ジルコニア・チタニアなど
の極めて小さい結晶核が析出し
てきます。

900℃まで温度を上昇させると
結晶核のまわりにベータ・石英
型の結晶が成長します。この結
晶は温度が上がると縮む性質
があるため、膨張係数はほぼゼ
ロとなるのです。

熱膨張率ゼロのヒミツこれからも、防火ガラスのパイオニア。

1988年、日経アーキテクチュアなどの建築誌に掲載した広告。
バブル最盛期など、当時の時代性を感じさせる。

ファイアライト®は、発売 30周年を迎えました。

透明性・採光性・美しさに加え、

特定防火設備・防火設備に要求される防火性能を備えたファイアライト®。

1988年、建築材料の可能性を拓く防火ガラスとしてセンセーショナルなデビューを果たしました。

今年で発売30周年を迎えるにあたり、その歴史を振り返ります。

’88ジャパンショップの出展ブース

　ファイアライト®の源流は、1962年に

開発された「結晶化ガラス」にあります。

本来ガラスは非晶質で結晶を持ちません

が、特殊組成のガラスを再加熱し、ガラス

内部に微細な結晶を均一に析出させる

ことで、熱膨張係数がほぼゼロに。急激

な温度変化に弱いというガラスの常識

を覆し、「熱衝撃（サーマルショック）に

非常に強い特性」が備わりました。

　結晶化ガラスはガラスの可能性を

広げるマテリアルとして期待される一方

で、大型板ガラスとして供給するには、

極めて高度な技術革新が必要でした

しかし諦めることなく、溶融炉の改良・

大型化、成形技術の改良などを繰り返し、

ついに安定した生産・供給体制を確立。

高品質な結晶化ガラスを世に出す基盤

を整えたのです。

　340社以上が出展した’88ジャパン

ショップ（第17回店舗総合見本市）で

来場者の注目を集めたのが、新商品の

超耐熱結晶化ガラス「ネオセラムＮ-0」

でした。なにしろ、防火扉の最善は鉄製、

乙種防火戸（現 防火設備）用ガラスは

網入りガラス、ガラスブロックしかな

かった当時のこと、網がないガラスの

乙種防火戸認定品「ネオセラムＮ-0」

の登場は画期的。「こんなガラスがある

のか！？もっと建築に使えるのではない

か！？」と、驚きをもって設計・建築関係

者に迎えられました。ガスバーナーで

800℃まで熱した直後に冷水を浴びせ

ても割れないという耐熱衝撃性を示す

デモンストレーションも大人気。「建設

大臣賞」の受賞は、その性能・特長が

評価された証でした。

　「ネオセラムＮ-0」の登場は、乙種

防火戸の大臣認定試験にも影響を

及ぼしたと考えられます。それまで鉄、

網入りガラス、ガラスブロックのみが

対象だった認定試験ですが、そこへ

防火戸に対応できる“ガラス”の試験が

新設されたのです。また、「防火区画に

使いたい」という設計者の声が、日本

電気硝子と鋼製扉・サッシメーカーとの

協業を促進し、ガラス単体では成し得

なかった甲種防火戸（現 特定防火設備）

の個別認定も1991年4月に取得。甲種・

乙種防火戸認定品となることで設計・

建築業界からさらなる支持を受け、活躍

の場が一層広がっていきました。

なお、当初は「ネオセラムＮ-0」の名称

で試験販売していましたが、’88ジャパ

ンショップでの反響の大きさから、同年

10月にファイアライト®と新たに命名し、

建築用ガラスとして認知されるように

なりました。

急熱急冷に強い
「結晶化ガラス」の登場。

60分間の遮炎性能が求められる特定防火設備認定試験の様子。

’88ジャパンショップで授与された建設大臣賞の賞状。

業界を動かした
ファイアライト®の革新性。
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設計：日本設計
施工：竹中工務店・鹿島建設ＪＶ
竣工：1988年4月

1200㎡の大宴会場の照明・音響をコントロールする調整室。
防火区画の開口部にファイアライト®を採用し、宴会場全体がクリアに見渡せます。

趣のあるレンガ造りのオフィスビル。
網のないファイアライト®だからこそ、フランス窓の意匠性が活かせます。

 

東京ベイ・ヒルトン インターナショナル
［千葉県］

ファイアライト®を使用した
甲種防火防炎ガラスシャッターは国内初。
閉店時のウインドーショッピングも可能に。

設計：大建設計
施工：長堀地下街・地下駐車場建設工事ＪＶ
竣工：1997年5月

クリスタ長堀
［大阪府］

設計：小西忠徳設計事務所
施工：九州建設
竣工：1988年12月

大石建設
［長崎県］

ファイアライトⓇは、東京消防庁の立合いの下、非常用進入口の代替開口部としての破壊テストを
クリアしました。防火戸（防火設備）を必要とする非常用進入口は、外部から開放、または破壊して
室内に進入でき、かつ、内部から容易に避難できる構造が求められます。そのため、ガラスを採用す
る場合は、開閉できる網入りガラスの扉しか選択肢がありませんでした。防火戸であること、破壊で
きることという2つの条件を満たすファイアライトⓇは、網入りガラスでは不可能だったFIX窓の非常
用進入口を可能にしたのです。

非常用進入口の可能性を拡げたファイアライトⓇ

ファイアライトⓇ東京消防庁立合破壊テストの様子

Debut~

1990s
1988年、ファイアライトⓇが登場。今までにない透明な防火  ガラスとして注目が集まりました。

建材としてのガラスの可能性を大きく拡げ、網入りガラスに代　わって普及していきました。
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設計：新東京国際空港公団
施工：戸田・西松・奥村ＪＶ
竣工：2002年11月

新東京国際空港
第1旅客ターミナルビル
第3サテライト
［千葉県］

ファイアライトプラス®

設計：Kaeyer, Garment & Davidson Architects, PC
竣工：2009年9月

Post Road Elementary School 
［アメリカ］

ファイアライトⓇは、日本国内に先んじて米国での販売が伸びました。米国では、多数の被害と犠牲者を出したボルチモア大火災（1904年）が教訓となり、
製造製品に対する規格標準化に伴う高水準な防火規定が設けられました。ＵＬ規格は843℃・30分間の加熱試験だけでなく、加熱直後に実際の消防活動
を想定した放水試験が課されており、ファイアライトⓇは、この厳格なＵＬ規格に適合するガラスとして米国の建築業界で信頼を確立したのです。2009年には、
ファイアライトⓇを特殊樹脂で貼り合わせることで
衝撃安全性をプラスした耐熱合わせガラス ファイア
ライトプラスⓇの本格販売を開始。こちらも米国の
教育施設や交通施設、公共施設など、高い安全
性が求められる建築物で積極的に採用され、
現在に至っています。

厳格な米国のＵＬ規格に適合

出発・到着動線分離と
空間の連続性を両立。
魅力的な眺望も確保しました。

アメリカの厳しいUL規格をクリアするファイアライトプラス®。
木製ドア枠との組み合わせが、ぬくもりを感じさせます。

2000s ガラスならではの透明感と優れた防火性能が高い評価を獲  得し、市場に浸透。

米国ではいち早く、ファイアライトプラスⓇが採用され始めま   した。
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843℃で30分加熱 加熱後に注水 ファイアライトは変化なし

ＵＬ規格試験



1日に22,000食の提供が可能な、
国内最大規模の給食施設。
調理機器や作業風景が見学できる
通路に採用されています。

 

ファイアライトプラス®

乗降客が行き交う駅ビル。
雰囲気を損なわず安全を確保する
ファイアライトプラス®が
高く評価されています。

設計：ジェイアール東日本建築設計事務所
施工：大林組
竣工：2012年11月

ファイアライトプラス®

ファイアライトプラス®

ＣＩＡＬ鶴見
［神奈川県］

設計：パシフィックコンサルタンツ
施工：田中・林・内山・敏建設ＪＶ
竣工：2017年7月

府中市立学校給食センター
［東京都］

設計：福島建築設計事務所
施工：佐田・立見・宮下ＪＶ
竣工：2014年00月

前橋市立第五中学校
［群馬県］

2層吹抜け空間に採用することで、
上階の廊下からも室内の様子が
わかり、視覚的アクティビティを
誘発する立体的な空間を実現。

2010s ファイアライトプラスⓇが特定防火設備の認定バリエーションを　増やしていき、

唯一の耐熱合わせガラスとして台頭。安全性という大切な　価値をガラスに付与しました。
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避難時でも見慣れた光景と見通しを確保できるファイアライトプラス®。
不特定多数が利用する施設に安全性を提供しています。

東日本大震災を機に、安全への意識が一層
高まっています。不特定多数の人が利用する
施設や避難所となる建物の安全対策は急務
とされ、特定防火設備に認定された唯一の
耐熱合わせガラスであるファイアライトプラスⓇに
好評価をいただいています。また、ファイアライトⓇ

を複層ガラスや3層ガラスに使用すれば、
断熱・遮熱性能の付加も可能に。急熱急冷に
耐えるファイアライトⓇのラインナップなら、
適材適所の安心・安全をご提案することが
できます。

より高い安心・安全へのニーズに対応

2018 安全・安心、さらに災害対策もガラスのクオリティとして重視され  る現在。

防火ガラス ファイアライトⓇ、防災合わせガラス ファイアライト　プラスⓇが、ますます活躍の場を拡げています。

設計：ジェイアール東日本建築設計事務所
施工：鉄建建設
竣工：2018年2月

JR川崎駅
［神奈川県］

ファイアライトプラス®
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ファイアライトⓇを特殊樹脂で貼り合わせることで
衝撃安全性をプラスした耐熱合わせガラス。学校
や交通施設など、火災の備えはもちろん、日常的な
安全性が求められる施設に最適。

ファイアライトプラスⓇ

耐熱合わせガラス
［ファイアライトプラス］入
鋼製はめ殺し窓

EA-0293

耐熱合わせガラス
［ファイアライトプラス］入
ステンレス製はめ殺し窓

EA-0393

認定番号認定品

特殊樹脂フィルム

ファイアライト®



お問い合せはお近くの販売店まで

販売店

電気硝子建材株式会社　http://www.negb.co.jp/
［仙　台］ 〒983-0014 仙台市宮城野区高砂1丁目1-15
　　　　 TEL.（022）254-8411　FAX.（022）254-8416

［東　京］ 〒130-8513 東京都墨田区立川4丁目15-3
　　　　 TEL.（03）3632-7721　FAX.（03）3632-3150

［名古屋］ 〒451-0084 名古屋市西区上堀越町2丁目19-1
　　　　 TEL.（052）522-5491　FAX.（052）522-5495

［大　阪］ 〒532-0003 大阪市淀川区宮原2丁目11-1
 　　　　TEL.（06）6392-2711　FAX.（06）6392-2911

［福　岡］ 〒812-0016 福岡市博多区博多駅南5丁目22-4
　　　　 TEL.（092）483-3371　FAX.（092）483-3017
＊ショールーム併設（9：00～17：30 土・日・祝日休み）

＊
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